
天

界

第
二
十
入
號

（
第
三
窓
）

大
正
十
二
年
四
月
號

教
授
、
E
・
E
・
バ
ー
ナ
ー
ド
逝
く
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ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
喜
　
に
於
け
る
、
量
地
天
文
學
の
教
授
エ
ド
ワ
ー
ド
、
エ
マ
ス
ン
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
（
醇
写
自
田
図
ヨ
．
民
噸
。
引
切
p
．
5
錠
．
一
）
本
年
二
月
六
日

死
す
、
こ
の
報
知
、
厨
天
丈
肇
の
ア
ツ
ソ
シ
土
レ
ト
（
壽
・
・
Q
。
葺
Φ
）
な
る
我
由
本
一
清
氏
よ
り
本
月
七
日
に
到
着
し
た
。
葬
儀
は
翌
七
島
午
後
二
時
孚

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
ベ
ー
で
執
行
せ
ら
れ
た
り
，
こ
。
是
よ
り
先
、
山
本
氏
よ
り
の
「
海
外
日
誌
」
原
稿
中
に
於
て
本
年
一
月
一
日
の
項
に

「
元
旦
早
々
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
病
氣
－
こ
の
事
を
聞
い
た
。
当
れ
は
誠
に
當
天
文
毫
「
こ
し
て
は
珍
ら
し
い
こ
ミ
で
、
又
、
悲
し
い
こ
ミ
だ
。
早
速
見
舞

に
行
く
Q
聞
け
ば
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
は
糠
尿
病
か
持
病
で
あ
る
の
に
、
昨
年
末
鍛
來
、
観
測
に
詣
り
甘
み
過
ぎ
た
結
果
だ
¶
こ
云
ふ
。
御
本
人
は
そ
れ
で

も
、
・
早
く
床
を
離
れ
た
が
っ
て
、
モ
ヂ
ノ
＼
し
て
ゐ
ら
れ
る
ら
し
い
が
、
讐
師
の
言
に
よ
れ
ば
、
常
分
、
少
な
く
ξ
も
撒
週
間
は
床
を
離
れ
ら
れ
な

い
。
之
れ
が
爲
め
」
四
十
時
望
遠
鏡
に
よ
お
翻
測
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
俄
か
に
博
覧
さ
れ
た
。
…
…
…
」

・
こ
報
ぜ
ら
れ
、
・
叉
同
月
．
二
＋
七
日
に
は

「
午
後
四
時
、
・
濁
り
で
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
病
床
を
見
舞
ふ
。
氏
は
豫
想
以
上
に
嚢
へ
て
、
弱
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
」

ε
あ
っ
た
。
又
．
h
「
二
十
九
日
、
京
都
の
美
し
い
給
端
書
を
五
十
枚
ほ
「
ご
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
病
床
の
慰
安
に
も
一
こ
思
っ
て
、
．
ミ
ス
、
カ
ル
バ
ー
ト
に

渡
し
た
」
注
の
記
事
も
見
え
㊧
。
然
る
に
今
や
此
の
計
報
に
接
し
た
る
を
見
れ
ば
遂
に
起
つ
能
は
ざ
の
し
な
り
。
書
写
惜
し
む
べ
き
哉
。
軍
素
同
歎

授
を
敬
慕
響
く
能
は
ざ
り
し
山
本
氏
は
臨
終
に
侍
せ
ら
れ
、
感
概
無
量
、
愛
惜
の
情
我
等
B
本
人
中
論
人
に
も
優
っ
て
深
刻
で
あ
ら
う
。

我
等
は
鼓
に
謹
ん
で
偉
大
な
る
天
文
學
的
獲
見
者
に
し
て
且
つ
自
営
の
人
な
る
彼
の
永
眠
を
樟
む
。

　
因
に
彼
は
天
艦
爲
眞
衛
に
優
秀
な
る
結
果
　
得
た
る
第
一
人
者
に
し
て
始
め
て
爲
眞
に
由
6
彗
星
を
糞
悪
し
、
父
銀
河
の
星
雲
を
爲
其
に
撮
影
し

　
た
。
彼
は
二
＋
箇
以
上
の
彗
星
の
嚢
見
考
に
し
て
、
・
且
つ
木
星
の
第
五
衛
星
の
幕
見
を
以
っ
て
逆
名
を
世
界
に
響
か
せ
た
事
は
讃
者
の
熟
知
せ
る

　
事
で
あ
る
。
是
等
及
是
等
の
功
績
に
溶
し
て
賞
金
や
メ
ダ
ル
や
構
號
の
贈
ら
れ
た
事
さ
も
は
大
略
別
頂
の
彼
の
傳
中
に
紹
介
せ
ら
る
Σ
で
あ
ら
う
。


